
⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開
ᴷ
ᴷ
存
覚
の
十
宗
観
に
基
づ
く
浄
土
宗
の
教
判
論
ᴷ
ᴷ

武

宮

真

如

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
存
し
た
学
僧
で
あ

る
存
覚
（
一
二
九
〇
ᴷ
一
三
七
三
）
に
つ
い
て
、
法
然
（
一
一
三
三
ᴷ
一
二
一
二
）

に
よ
っ
て
一
宗
と
し
て
立
て
ら
れ
た
浄
土
門
流
と
し
て
の
側
面
を
指
摘
す
る
も

の
で
あ
る
。

存
覚
は
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
六
月
四
日
に
生
ま
れ
、
嘉
元
元
（
一
三
〇

三
）
年
に
東
大
寺
で
授
戒
し
、
顕
密
両
教
を
修
学
し
た①
。
応
安
六
（
一
三
七
三
）

年
二
月
二
八
日
に
没
す
る
ま
で
、
存
覚
の
事
績
は
本
地
垂
迹
説
の
展
開
、
十
宗

体
制
に
お
け
る
浄
土
宗
の
宣
揚
、
日
ẃ
門
流
と
の
宗
論
、⽝
選
択
本
願
念
仏
集
⽞

（
以
下
⽝
選
択
集
⽞）
や
⽝
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
⽞
の
注
釈
、
説
話
を
用
い

た
唱
導
、
女
人
往
生
へ
の
言
及
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
事

績
を
有
す
る
存
覚
の
教
学
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
親
鸞
門
流
と
い
う
側
面

に
集
中
し
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
高
祖
父
で
あ
る
親
鸞
（
一
一
七
三
ᴷ
一
二
六

二
）
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
存
覚
そ
の
人
に

対
す
る
評
価
も
親
鸞
門
流
の
範
囲
を
出
ず
、
学
際
研
究
に
お
け
る
存
覚
の
位
置

ま
で
限
定
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。

た
だ
し
、
存
覚
は
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
著
し
た
⽝
破
邪
顕
正
抄
⽞
で

⽛
浄
土
宗
を
く
は
へ
ん
と
き
十
宗
と
号
せ
ん
こ
と
、
ま
た
な
に
の
さ
ま
た
げ
か

あ
ら
ん②
。⽜
と
い
い
、
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
に
著
し
た
⽝
歩
船
鈔
⽞
で
⽛
浄

土
宗
を
加
て
十
宗
と
云
べ
し③
。⽜
と
主
張
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
一
四
年

に
わ
た
り
、
法
然
に
よ
っ
て
一
宗
と
し
て
立
て
ら
れ
た
浄
土
宗
を
十
宗
に
位
置

付
け
よ
う
と
試
み
て
い
る④
。
そ
こ
で
本
論
で
は
親
鸞
門
流
よ
り
も
広
い
範
囲
で

あ
る
浄
土
門
流
と
い
う
視
座
を
設
け
、⽝
歩
船
鈔
⽞
を
検
討
す
る
。

⽝
歩
船
鈔
⽞
は
難
易
二
道
判
に
基
づ
き
法
相
宗
、
三
論
宗
、
華
厳
宗
、
天
台

宗
、
真
言
宗
、
律
宗
、
俱
舎
宗
、
成
実
宗
、
仏
心
宗
、
浄
土
宗
の
十
宗
を
概
説

す
る
書
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
仏
教
綱
要
書
と

の
関
連
や
、
存
覚
が
諸
宗
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
研
究

蓄
積
が
重
ね
ら
れ
て
き
た⑤
。
し
か
し
、
浄
土
門
流
が
よ
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
浄

土
宗
の
項
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い⑥
。

浄
土
宗
の
項
で
用
い
ら
れ
る
教
判
論
は
、
本
論
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
聖
浄

二
門
判
よ
り
も
難
易
二
道
判
に
力
点
を
置
い
て
法
然
の
教
判
論
を
再
構
成
し
た

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

一



も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
存
覚
が
法
然
の
言
説⑦
と
違
わ
な
い
よ
う

注
意
し
な
が
ら
、
十
宗
に
お
け
る
浄
土
宗
の
役
割
を
機
根
の
適
否
に
応
じ
る
こ

と
と
規
定
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
論
で
は
ま
ず
法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判

論
を
比
較
す
る
。
法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
は
、
い
ず
れ
も
専
修
念
仏
を
勧
め
る
た

め
に
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
ほ
か
、
複
数
の
共
通
点
を
有
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
法
然
が
聖
浄
二
門
判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
一

方
、⽝
歩
船
鈔
⽞
は
先
に
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
た
め
順
序
が
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
順
序
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
聖
道
門
の
得
道
を
認
め
ず

行
者
の
機
根
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
側
面
を
有
す
る
聖
浄
二
門
判
と
、
必
ず

し
も
難
行
に
よ
る
得
道
を
否
定
せ
ず
行
法
の
選
択
を
行
者
に
委
ね
る
側
面
を
有

す
る
難
易
二
道
判
の
違
い
、
つ
ま
り
他
宗
の
教
義
を
問
題
に
す
る
か
、
個
人
の

機
根
を
問
題
に
す
る
か
で
あ
る
。

次
に
、
右
の
異
同
を
踏
ま
え
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
諸

宗
論
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
諍
論
や
偏
執
を
控
え
る
こ
と
、
諸
宗
の
得
道
を

認
め
る
こ
と
、
機
根
の
多
様
さ
を
認
め
る
こ
と
の
三
点
が
当
時
の
学
僧
に
留
意

さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
難
易
二
道
判
に
立
脚
す
る
⽝
歩
船
鈔
⽞
が

こ
れ
ら
の
留
意
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
当
時
に
流
布
し
た
法
然
の
言

説
に
違
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
浄
土
宗
の
項
を
検
討
し
、
日
ẃ
教
学
に
よ
る
難
易
二

道
判
批
判
に
応
答
す
る
側
面
を
指
摘
す
る
。

読
解
の
便
を
図
る
た
め
、
本
論
文
で
は
原
則
と
し
て
通
用
字
体
を
用
い
た
。

引
用
に
際
し
、
適
宜
に
漢
文
を
書
き
下
し
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
。
引

用
文
中
の
傍
線
や
網
掛
け
は
論
者
が
付
し
た
。

一

難
易
二
道
判
に
力
点
を
置
く
⽝
歩
船
鈔
⽞

こ
こ
で
は
法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
を
比
較
す
る
。
法
然
と
⽝
歩
船

鈔
⽞
は
、
い
ず
れ
も
専
修
念
仏
を
勧
め
る
た
め
に
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判

に
言
及
し
、
智
顗
（
五
三
八
ᴷ
五
九
七
）
や
基
（
六
三
二
ᴷ
六
八
二
）
を
引
き
合

い
に
出
し
て
教
判
論
を
担
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行

道
・
易
行
道
＝
三
乗
・
浄
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
共
通
点
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
は
法
然
の
教
判
論
に
基
づ
き

構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
聖
浄
二
門
判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
法
然
と
は
異
な
り
、

⽝
歩
船
鈔
⽞
は
難
易
二
道
判
の
次
に
聖
浄
二
門
判
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で

聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
に
目
を
向
け
る
と
、
他
宗
の
教
義
を
問
題
に
す
る

か
、
個
人
の
機
根
を
問
題
に
す
る
か
と
い
う
点
が
注
意
さ
れ
る
。

一
ᴷ
一

法
然
の
教
判
論

法
然
の
教
判
論
は
⽝
選
択
集
⽞
お
よ
び
⽝
逆
修
説
法
⽞
に
体
系
化
さ
れ
た
も

の
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
こ
れ
ら
を
概
観
す
る
。

⽝
選
択
集
⽞
は
浄
土
宗
の
説
明
に
際
し
、
ま
ず
道
綽
（
五
六
二
ᴷ
六
四
五
）
に

基
づ
き
、
一
代
仏
教
を
聖
道
門
と
浄
土
門
の
二
門
に
分
類
す
る
聖
浄
二
門
判
に

言
及
す
る
。

二



今
此
の
浄
土
宗
は
、
若
し
道
綽
禅
師
の
意
に
依
ら
ば
、
二
門
を
立
て
て
一

切
を
摂
す
。
所
謂
る
聖
道
門
・
浄
土
門
是
な
り
。⑧

次
に
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
道
綽
に
限
ら
な
い
と
述
べ
、
曇
鸞
（
四
七
六
ᴷ
五

四
二
）、
智
顗
、
迦
才
（
生
没
年
不
詳
）、
基
を
挙
げ
る
。

此
の
宗
の
中
に
二
門
を
立
つ
る
こ
と
は
、
独
り
道
綽
の
み
に
非
ず
。
曇

鸞
・
天
台
・
迦
才
・
慈
恩
等
の
諸
師
皆
此
の
意
有
り
。⑨

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
曇
鸞
⽝
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
⽞（
以
下
⽝
論

註
⽞）
を
通
じ
、
難
行
道
と
易
行
道
の
二
道
を
挙
げ
る
難
易
二
道
判
に
言
及
す

る
。

且
く
曇
鸞
法
師
の
⽝
往
生
論
の
注
⽞
に
云
く
、⽛
謹
み
て
龍
樹
菩
薩
の

⽝
十
住
毘
婆
娑
⽞
を
案
ず
る
に
云
く
、
菩
薩
阿
毘
跋
致
を
求
む
る
に
二
種

の
道
有
り
。
一
に
は
難
行
道
、
二
に
は
易
行
道
な
り
と
。（
中
略
）⽜
已
上

此
の
中
の
難
行
道
は
即
ち
是
聖
道
門
な
り
。
易
行
道
は
即
ち
是
浄
土
門
な

り
。
難
行
・
易
行
、
聖
道
・
浄
土
、
其
の
言
異
り
と
雖
も
、
其
の
意
是
同

じ
。
天
台
・
迦
才
之
に
同
じ
、
知
る
べ
し
。⑩

こ
こ
で
い
う
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
は
同
義
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
智

顗
や
迦
才
を
引
き
合
い
に
出
し
て
教
判
論
を
担
保
し
て
い
る
。

続
い
て
⽝
選
択
集
⽞
は
、
基
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る
⽝
西
方
要
決
⽞
を
引
用

す
る⑪
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
中
の
三
乗
は
即
ち
是
聖
道
門
の
意
な
り
。
浄
土
は
即
ち
是
浄
土
門
の

意
な
り
。
三
乗
・
浄
土
、
聖
道
・
浄
土
、
其
の
名
異
り
と
雖
も
、
其
の
意

亦
同
じ
。
浄
土
宗
の
学
者
、
先
づ
須
く
此
の
旨
を
知
る
べ
し
。⑫

⽝
西
方
要
決
⽞
に
お
け
る
三
乗
と
は
聖
道
門
の
意
で
あ
り
、
浄
土
と
は
浄
土
門

の
意
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
名
称
が
異
な
っ
て
も
同
じ
意
で
あ
る
と
注
意
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行
道
・
易
行
道
＝
三
乗
・
浄
土
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
⽝
選
択
集
⽞
は
聖
浄
二
門
判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
し
、

智
顗
、
迦
才
、
基
を
引
き
合
い
に
出
し
て
教
判
論
を
担
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行
道
・
易
行
道
＝
三
乗
・
浄
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

同
じ
教
判
論
を
展
開
す
る
の
が
、
法
然
が
逆
修
の
導
師
を
務
め
た
際
の
説
法

を
伝
え
る
⽝
逆
修
説
法
⽞
で
あ
る
。

今
我
浄
土
宗
に
は
道
綽
禅
師
の
⽝
安
楽
集
⽞
に
聖
道
・
浄
土
の
二
教
を
立

つ
。
一
代
聖
教
五
千
余
軸
、
此
の
二
門
を
ば
出
ず
。（
中
略
）
此
の
二
門

を
立
こ
と
は
、
道
綽
一
師
の
み
に
非
ず
。
曇
鸞
法
師
も
龍
樹
菩
薩
の
⽝
十

住
毘
婆
娑
論
⽞
を
引
て
難
行
・
易
行
の
二
道
を
立
た
ま
へ
り
。⑬

聖
浄
二
門
判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

此
の
二
道
を
立
こ
と
は
、
曇
鸞
一
師
に
限
ず
。
天
台
の
⽝
十
疑
論
⽞
に
も

同
く
引
釈
し
給
へ
り
。
又
迦
才
の
⽝
浄
土
論
⽞
に
も
同
く
引
け
り
。
其
難

行
道
と
は
即
聖
道
門
な
り
、
易
行
道
と
は
即
浄
土
門
な
り
。⑭

伝
智
顗
⽝
十
疑
論
⽞
や
迦
才
⽝
浄
土
論
⽞
を
引
き
合
い
に
出
し
て
教
判
論
を
担

保
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
が
同
義
で
あ
る
旨
を
述
べ

て
い
る
。

続
い
て
伝
基
⽝
西
方
要
決
⽞
を
引
用
し
、
聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行
道
・
易

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

三



行
道
＝
三
乗
・
浄
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

加
之
又
慈
恩
大
師
云
、⽛
親
た
り
聖
化
に
逢
、
道
三
乗
悟
り
、
福
薄
く
因

疎
な
る
を
ば
、
勧
て
浄
土
に
帰
し
む
と
。⽜
云云

此
の
中
に
三
乗
と
は
即

聖
道
門
な
り
、
浄
土
と
は
即
浄
土
門
な
り
。
難
行
・
易
行
、
三
乗
・
浄
土
、

聖
道
・
浄
土
、
其
の
言
異
と
雖
、
其
の
意
皆
同
じ
。⑮

こ
の
よ
う
に
⽝
逆
修
説
法
⽞
も
ま
た
⽝
選
択
集
⽞
と
同
じ
教
判
論
を
展
開
し

て
い
る
。

以
上
、
法
然
の
教
判
論
を
概
観
し
た
。
法
然
の
教
判
論
は
、
聖
浄
二
門
判
の

次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
し
、
智
顗
や
迦
才
や
基
を
引
き
合
い
に
出
し
て
教
判

論
を
担
保
し
て
い
た
。
ま
た
、
聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行
道
・
易
行
道
＝
三

乗
・
浄
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

一
ᴷ
二
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論

右
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
を
検
討
す
る
。
法
然
と

⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
は
同
様
の
展
開
を
見
せ
る
も
の
の
、
聖
浄
二
門
判
と
難

易
二
道
判
に
言
及
す
る
順
序
が
異
な
る⑯
。

⽝
歩
船
鈔
⽞
は
浄
土
宗
の
項
に
お
い
て
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
意
は
、
難
行
・
易
行
の
二
道
を
立
て
一
代
を
分
別
す
。
難
行
道

と
云
は
、
此
土
の
入
聖
得
果
自
力
修
入
の
道
な
り
、
大
小
乗
の
諸
経
に
明

す
所
、
是
な
り
。
易
行
道
と
云
は
、
捨
身
他
世
往
生
極
楽
の
道
な
り
、
三

部
の
妙
典
に
顕
す
所
、
是
な
り
。⑰

浄
土
宗
は
一
代
仏
教
に
難
行
道
と
易
行
道
の
二
道
を
立
て
る
と
述
べ
、
難
易
二

道
判
に
言
及
し
て
い
る
。

続
い
て
⽝
歩
船
鈔
⽞
は
、
難
易
二
道
判
の
出
典
が
⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
で
あ

る
と
い
い
、⽝
選
択
集
⽞
と
同
じ
く
⽝
論
註
⽞
を
引
用
す
る⑱
。
そ
し
て
、
次
の

よ
う
に
難
易
二
道
判
が
曇
鸞
の
み
の
見
解
で
な
い
と
述
べ
、
聖
浄
二
門
判
に
言

及
す
る
。

鸞
師
の
み
に
非
ず
、
自
他
宗
の
祖
師
一
代
を
料
簡
す
る
に
、
多
く
此
の
意

を
存
ぜ
り
。
所
謂
道
綽
の
⽝
安
楽
集
⽞
に
聖
道
・
浄
土
と
立
た
る
は
、
今

の
難
易
の
二
道
な
り
。⑲

こ
の
よ
う
に
⽝
歩
船
鈔
⽞
は
難
易
二
道
判
の
次
に
聖
浄
二
門
判
に
言
及
し
て
い

る
。続

い
て
⽝
歩
船
鈔
⽞
は
次
の
よ
う
に
基
や
智
顗
を
引
き
合
い
に
出
し
て
教
判

論
を
担
保
す
る
。

慈
恩
の
⽝
西
方
要
決
⽞
に
⽛
三
乗
⽜・⽛
浄
土
⽜
と
云
へ
る
も
、
又
聖
道
・

浄
土
の
二
門
な
り
。
行
に
就
て
分
時
は
難
行
・
易
行
と
云
、
凡
聖
に
付
て

論
ず
る
時
は
聖
道
・
浄
土
と
名
る
な
り
。
又
天
台
大
師
の
⽝
十
疑
⽞
に
も
、

龍
樹
の
論
判
に
依
て
、
穢
土
の
修
行
の
成
じ
難
き
事
を
顕
し
、
浄
土
の
証

悟
の
決
定
な
る
義
を
判
ぜ
り
。⑳

聖
道
・
浄
土
が
難
行
・
易
行
に
相
当
し
、
伝
基
⽝
西
方
要
決
⽞
の
三
乗
・
浄
土

が
聖
道
・
浄
土
に
相
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
智
顗
⽝
十
疑
論
⽞
に

言
及
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
法
然
の
教
判
論
も
⽝
西
方
要
決
⽞
や

⽝
十
疑
論
⽞
に
言
及
し
て
教
判
論
を
担
保
し
て
い
た
。

ま
と
め
る
と
、⽝
歩
船
鈔
⽞
と
法
然
の
教
判
論
は
、
専
修
念
仏
を
勧
め
る
た

四



め
に
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
に
言
及
し
、
智
顗
や
基
を
用
い
て
教
判
論
を

担
保
し
て
い
た
。
ま
た
、
聖
道
門
・
浄
土
門
＝
難
行
道
・
易
行
道
＝
三
乗
・
浄

土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
は

法
然
の
教
判
論
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
聖
浄
二
門

判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
法
然
と
は
異
な
り
、⽝
歩
船
鈔
⽞
は
難
易

二
道
判
の
次
に
聖
浄
二
門
判
に
言
及
し
て
い
た
。

法
然
に
お
い
て
も
⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
い
て
も
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
は

同
義
で
あ
り
、
専
修
念
仏
を
勧
め
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
存
覚
は
法
然
と
順
序
を
違
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
ᴷ
三

聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判

聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
他

宗
の
教
義
を
問
題
に
す
る
か
、
個
人
の
機
根
を
問
題
に
す
る
か
で
あ
る
。
ま
ず

聖
浄
二
門
判
に
つ
い
て
⽝
選
択
集
⽞
は
、

⽝
安
楽
集
⽞
の
上
に
云
く
、⽛（
中
略
）
一
に
は
謂
く
聖
道
、
二
に
は
謂
く

往
生
浄
土
な
り
。
其
れ
聖
道
の
一
種
は
今
の
時
証
し
難
し
。
一
に
は
大
聖

を
去
れ
る
こ
と
遥
遠
な
る
に
由
る
。
二
に
は
理
は
深
く
解
は
微
な
る
に
由

る
。
是
の
故
に
⽝
大
集
月
蔵
経
⽞
に
云
く
、
我
が
末
法
の
時
の
中
の
億
々

の
衆
生
、
行
を
起
し
道
を
修
せ
む
に
、
未
だ
一
人
と
し
て
得
る
者
有
ら
ず
。

当
今
は
末
法
、
是
五
濁
悪
世
な
り
。
唯
浄
土
の
一
門
の
み
有
り
て
通
入
す

べ
き
路
な
り
。㉑

と
い
い
、
聖
道
門
の
得
道
を
認
め
な
い
⽝
安
楽
集
⽞
の
語
句
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
⽝
選
択
集
⽞
で
法
然
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
は
、

凡
そ
此
の
⽝
集
⽞
の
中
に
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
立
つ
る
意
は
、
聖
道
を

捨
て
て
浄
土
門
に
入
ら
し
め
む
が
為
な
り
。
此
に
就
き
て
二
の
由
有
り
。

一
に
は
大
聖
を
去
れ
る
こ
と
遥
遠
な
る
に
由
る
。
二
に
は
理
深
く
解
微
な

る
に
由
る
。㉒

と
あ
り
、
聖
道
門
を
捨
て
る
よ
う
勧
め
る
表
現
や
、
行
者
の
機
根
を
あ
ら
か
じ

め
規
定
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
聖
道
門
の
得
道
を
認
め
な
い

側
面
や
行
者
の
機
根
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
表
現
が
幾
多
の
批
判
を
招
い
た

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
恵
（
一
一
七
三
ᴷ
一
二
三
二
）
に
よ
っ
て
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
に
著
さ

れ
た
⽝
摧
邪
輪
⽞
は
、
次
の
一
重
傍
線
で
示
す
よ
う
に
、
万
人
の
機
根
を
あ
ら

か
じ
め
劣
る
と
規
定
す
る
の
は
無
礼
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

若
し
汝
が
言
ふ
所
の
ご
と
き
一
文
を
守
ら
ば
、
称
名
の
行
は
是
下
劣
根
機

の
為
に
説
く
所
な
り
。
十
住
毘
婆
沙
論
第
四
に
云
ふ
が
ご
と
し
。（
中
略
）

此
に
依
て
言
へ
ば
称
名
の
一
行
は
劣
根
一
類
の
為
に
授
く
る
所
な
り
。
汝

何
天
下
の
諸
人
を
以
て
皆
下
劣
の
根
機
と
為
す
や
。
無
礼
の
至
称
計
す
べ

か
ら
ず
。㉓

そ
の
一
方
、
二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
機
根
の
劣
る
者
の
た
め
に
称
名
念

仏
を
勧
め
る
こ
と
は
可
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
⽝
摧
邪
輪
⽞
に
対

し
て
は
、
聖
浄
二
門
判
よ
り
も
穏
当
な
教
判
論
が
難
易
二
道
判
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

五



そ
も
そ
も
機
根
の
劣
る
者
の
た
め
に
難
易
二
道
判
を
用
い
て
称
名
念
仏
を
勧

め
た
の
は
源
信
（
九
四
二
ᴷ
一
〇
一
七
）
で
あ
る
。
源
信
が
寛
和
元
（
九
八
五
）

年
に
著
し
た
⽝
往
生
要
集
⽞
の
序
文
に
は
、

夫
れ
往
生
極
楽
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
。
道
俗
貴
賤
、
誰
か

帰
せ
ざ
る
者
あ
ら
む
。
但
し
顕
密
の
教
法
、
其
の
文
一
に
非
ず
。
事
理
の

業
因
、
其
の
行
是
多
し
。
利
智
精
進
の
人
は
、
未
だ
難
し
と
為
ず
。
予
が

ご
と
き
頑
魯
の
者
、
豈
に
敢
へ
む
や
。
是
の
故
に
念
仏
の
一
の
門
に
依
り

て
、
聊
に
経
論
の
要
文
を
集
す
。
之
を
披
き
之
を
修
す
る
に
、
覚
し
易
く

行
じ
易
し
。㉔

と
い
い
、
顕
密
の
教
法
は
智
慧
の
優
れ
る
行
者
に
は
難
く
な
い
も
の
の
、
自
身

（
源
信
を
指
す
）
の
よ
う
に
愚
か
な
者
に
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
行
じ
や
す
い
念

仏
を
勧
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
行
じ
や
す
い
念
仏
を
進
め
る
際
に
難
易
二

道
判
を
用
い
る
の
が
⽝
往
生
要
集
⽞
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

又
不
退
転
の
位
に
至
る
に
難
易
の
二
の
道
有
り
。
易
行
道
と
言
ふ
は
即
ち

是
念
仏
な
り
。
故
に
⽝
十
住
婆
娑
⽞
の
第
三
に
云
く
、⽛
世
間
の
道
に
難

有
り
易
有
り
、
陸
道
は
歩
よ
り
行
き
て
則
ち
苦
し
、
水
道
は
船
に
乗
り
て

則
ち
楽
し
き
が
ご
と
し
。
菩
提
の
道
も
亦
是
く
の
ご
と
し
。
或
い
は
勤
行

精
進
す
る
有
り
、
或
い
は
信
方
便
を
以
て
行
じ
易
く
し
て
疾
く
阿
惟
越
致

に
至
る
も
の
有
り
。
乃至

阿
弥
陀
等
の
仏
及
び
諸
大
菩
薩
を
名
を
称
し
て

一
心
に
念
ず
れ
ば
、
亦
不
退
転
を
得
⽜
と
い
へ
り
。
已上

文
の
中
に
過

去
・
現
在
の
一
百
余
の
仏
、
弥
勒
・
金
剛
蔵
・
浄
名
・
無
尽
意
・
跋
陀
婆

羅
・
文
殊
・
妙
音
・
師
子
孔
・
香
象
・
常
精
進
・
観
世
音
・
勢
至
等
の
一

百
余
の
大
菩
薩
を
挙
げ
た
り
。
其
の
中
に
広
く
弥
陀
仏
を
讃
ぜ
り
。
諸
の

行
の
中
に
於
て
、
唯
し
念
仏
の
行
修
し
易
く
し
て
上
位
を
証
す
。
知
り
ぬ

是
最
勝
の
行
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。㉕

⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
を
引
用
し
て
難
行
道
と
易
行
道
を
挙
げ
、
易
行
道
に
念
仏

を
配
当
し
て
い
る㉖
。
こ
の
よ
う
に
難
易
二
道
判
は
源
信
に
よ
っ
て
、
難
行
に
よ

る
得
道
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
機
根
の
適
否
に
応
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る㉗
。

限
ら
れ
た
例
で
は
あ
る
も
の
の
、⽝
摧
邪
輪
⽞
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
聖
浄

二
門
判
に
比
し
て
、
個
人
の
機
根
を
問
題
に
す
る
難
易
二
道
判
は
穏
便
な
教
判

論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二

十
宗
に
お
け
る
浄
土
宗
の
役
割

こ
こ
で
は
右
で
指
摘
し
た
教
判
論
の
異
同
を
踏
ま
え
、
ま
ず
鎌
倉
時
代
か
ら

南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
諸
宗
論
を
概
観
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
諍
論
や
偏
執

を
控
え
る
こ
と
、
諸
宗
の
得
道
を
認
め
る
こ
と
、
機
根
の
多
様
さ
を
認
め
る
こ

と
の
三
点
が
当
時
の
学
僧
に
留
意
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、⽝
歩
船

鈔
⽞
が
こ
れ
ら
の
留
意
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
当
時
に
流
布
し
た
法

然
の
言
説
に
違
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
ᴷ
一

諸
宗
論
に
求
め
ら
れ
た
留
意
点

末
木
文
美
士
氏
に
よ
る
と
、
禅
宗
や
浄
土
宗
の
立
宗
宣
言
を
受
け
て
、⽛
宗
⽜

と
い
う
概
念
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
に
つ
い
て
反
省
が
深
め
ら
れ
、
一
三

世
紀
後
半
に
は
諸
宗
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う㉘
。
そ
の
諸
宗
論
は
一
四
世
紀
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に
入
る
と
⽛
新
宗
の
主
張
で
対
立
が
高
ま
っ
た
後
、
や
が
て
諸
宗
併
存
・
兼
学

の
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
る
。㉙⽜
と
い
い
、
対
立
か
ら
併
存
と
い
う
移
行
が
存

し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
併
存
へ
の
移
行
に
あ
っ
て
諸
宗
論
で
留
意

さ
れ
た
点
が
、
諍
論
や
偏
執
を
自
重
し
、
諸
宗
の
得
道
を
認
め
、
機
根
の
多
様

さ
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

円
爾
（
一
二
〇
二
ᴷ
一
二
八
〇
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
⽝
十
宗
要
道
記㉚
⽞
の

序
文
に
は
、

今
雨
を
分
つ
流
を
汲
む
末
弟
、
互
に
相
是
非
す
之
源
を
尋
ぬ
れ
ば
、
釈
尊

随
機
の
説
法
な
り
、
諍
論
を
起
こ
と
莫
れ
。
一
門
を
非
し
一
門
を
是
す
る

は
聖
意
に
非
ず
。
他
宗
を
是
す
る
は
自
宗
を
非
す
る
に
あ
ら
ず
、
得
益
実

に
大
甚
な
り
。
只
宿
縁
に
任
せ
何
の
門
も
入
る
べ
し
。㉛

と
い
い
、
機
根
に
応
じ
て
説
か
れ
た
釈
迦
の
説
法
に
つ
い
て
諍
論
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
宗
を
肯
定
し
て
も
自
宗
を
否
定
す
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

諍
論
に
留
意
す
る
様
子
は
凝
然
（
一
二
四
〇
ᴷ
一
三
二
一
）
が
文
永
五
（
一
二

六
八
）
年
に
著
し
た
⽝
八
宗
綱
要
⽞
の
結
び
に
も
認
め
ら
れ
る
。

以
前
に
列
す
る
所
の
諸
宗
の
次
第
。
是
は
浅
深
の
次
第
に
非
ず
。
唯
言
に

随
ひ
列
す
る
の
み
。
何
を
列
す
る
も
得
べ
し
。
故
に
且
く
上
の
ご
と
く
之

を
列
す
る
の
み
。
人
身
聖
教
受
け
難
く
値
ひ
難
し
。
適
受
値
を
得
る
。
豈

黙
止
を
得
む
や
。
仍
て
管
見
を
挙
ぐ
。
以
て
来
縁
を
結
ぶ
。
微
功
朽
ち
ず

ん
ば
必
ず
菩
提
を
証
す
。㉜

注
釈
の
順
序
は
浅
深
に
よ
ら
な
い
と
断
っ
て
い
る㉝
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
浄
土
門
流
の
書
物
に
も
認
め
ら
れ
る
。
親
鸞
門
流
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
⽝
歎
異
抄
⽞
に
は
、
諸
宗
論
の
一
部
で
は
な
い
も
の
の
、

当
時
、
専
修
念
仏
の
ひ
と
ゝ
聖
道
門
の
ひ
と
、
法
論
を
く
わ
だ
て
ゝ
、
わ

が
宗
こ
そ
す
ぐ
れ
た
れ
、
ひ
と
の
宗
は
お
と
り
な
り
と
い
ふ
ほ
ど
に
、
法

敵
も
い
で
き
た
り
、
謗
法
も
お
こ
る
。
こ
れ
し
か
し
な
が
ら
、
み
づ
か
ら

わ
が
法
を
破
謗
す
る
に
あ
ら
ず
や
。㉞

と
い
い
、
諸
宗
の
勝
劣
を
争
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

ま
た
、
顕
意
（
一
二
三
八
ᴷ
一
三
〇
四
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
⽝
竹
林
鈔㉟
⽞

の
冒
頭
に
は
、

聖
道
の
外
に
立
𥿜浄
土
𥾀時
は
。
廃
立
を
本
と
す
。
廃
𥿜一
代
八
万
教
𥾀。
立
𥿜

念
仏
一
法
𥾀也
。
是
更
に
真
言
・
止
観
を
軽
し
め
。
律
宗
・
禅
宗
を
下
す

に
非
ず
。
法
華
は
後
五
百
歳
遠
沾
𥿜妙
道
𥾀。
真
言
は
人
寿
十
歳
遥
残
𥿜修
行
𥾀。

一
乗
観
解
三
密
の
行
法
。
何
れ
も
出
離
の
要
法
也
。
律
蔵
は
身
口
の
七
支

を
護
る
。
禅
宗
は
心
地
の
一
法
を
明
む
。
皆
是
得
脱
の
指
南
也
。
誰
か
云
𦗺

無
𥿜其
益
𥾀。㊱

と
い
い
、
こ
れ
か
ら
主
張
す
る
廃
立
に
先
立
ち
、
諸
宗
の
教
法
が
い
ず
れ
も
得

脱
の
指
南
で
あ
る
と
断
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
聖
観
（
生
没
年
不
詳
）
が
康
暦
二
（
一
三
八
〇
）
年
ま
で
に
著
し
た

⽝
開
題
考
文
抄
聞
書
⽞
は
、
華
厳
宗
、
天
台
宗
、
真
言
宗
、
三
論
宗
、
法
相
宗

の
概
説
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
問
答
を
設
け
て
い
る
。

問
ふ
。
此
等
の
法
体
に
付
て
。
勝
劣
有
る
べ
き
や
。
若
し
有
と
言
は
ば
。

聖
教
万
差
所
詮
一
理
。
修
行
多
門
。
得
果
不
二
と
云
こ
と
。
是
れ
即
機
に

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

七



随
て
観
の
差
を
設
く
。
実
に
は
一
理
の
上
に
。
差
別
有
る
べ
か
ら
ず
。
若

し
無
と
言
は
ば
。
華
厳
の
五
教
を
立
て
勝
劣
を
論
じ
て
。
天
台
宗
は
四
教

五
時
を
立
て
差
別
を
判
ず
。
三
論
は
二
蔵
三
法
輪
。
法
相
は
三
時
教
。
宗

門
□
教
内
教
外
亦
然
な
り
。
答
ふ
。
実
に
は
然
な
り
。
聖
教
万
差
な
れ
ば

修
行
無
量
な
り
。
無
量
と
雖
も
果
は
一
理
を
得
る
な
り
。
然
と
雖
も
一
理

の
上
に
。
重
々
無
尽
に
し
て
。
勝
劣
有
る
事
を
ば
遮
る
べ
か
ら
ず
。
爰
を

以
て
諸
宗
皆
其
の
旨
□
談
ず
。㊲

諸
宗
に
お
け
る
勝
劣
の
有
無
に
つ
い
て
、
所
詮
は
一
理
と
認
め
た
上
で
談
じ
ら

れ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
諸
宗
論
の
留
意
点
は
仏
教
説
話
に
も
認
め
ら
れ
る
。
無
住
（
一
二

二
七
ᴷ
一
三
一
二
）
が
弘
安
六
（
一
二
八
三
）
年
に
著
し
、
そ
の
後
も
改
訂
を
続

け
た
⽝
沙
石
集
⽞
に
収
載
さ
れ
る
⽛
無
言
上
人
の
事
⽜
が
そ
れ
で
あ
る
。⽛
無

言
上
人
の
事
⽜
は
、
複
数
の
修
行
僧
が
無
言
の
行
に
際
し
て
他
者
を
口
頭
で
咎

め
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
誰
も
無
言
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
失
敗
談
に

始
ま
る
。
こ
の
失
敗
談
を
諸
宗
の
偏
執
に
当
て
て
妙
味
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

仏
道
に
入
因
縁
も
、
人
に
よ
り
て
其
愛
楽
し
、
信
解
す
る
法
門
こ
と
な
り
。

此
故
に
、
仏
万
機
を
不
𦗺漏
、
方
便
を
施
し
て
、
八
万
四
千
の
法
門
を
説

玉
へ
り
。（
中
略
）
我
有
縁
の
法
を
の
み
執
し
て
、
他
の
有
縁
の
法
を
そ

し
る
事
、
又
愚
な
る
心
也
。㊳

と
い
い
、
仏
が
八
万
四
千
の
法
門
を
説
い
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
漏
ら
さ

な
い
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
有
縁
の
法
の
み
に
執
着
し
て
他

の
法
を
謗
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
そ
の
悪
例
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

近
此
三
論
の
明
匠
与
聞
し
上
人
、
あ
る
僧
に
語
て
云
、⽛
宗
ご
と
に
、⽛
吾

宗
勝
た
り
〳
〵
⽜
と
、
偏
執
す
る
に
、
我
三
論
宗
ば
か
り
ぞ
、
其
偏
執
な

き
⽜
と
い
へ
り
。
此
言
は
軈
而
偏
執
也
。
余
宗
は
偏
執
あ
り
劣
也
。
吾
宗

偏
執
な
し
、
勝
た
り
と
す
。
誠
に
偏
執
也
。㊴

三
論
宗
の
高
僧
が
、
自
宗
に
の
み
偏
執
が
存
し
な
い
と
い
い
、
余
宗
に
勝
れ
る

さ
ま
を
述
べ
た
と
い
う
。
無
住
は
こ
の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
偏
執
で
あ
る
と
注
意

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
無
住
は
必
ず
し
も
自
宗
の
優
位
を
主
張
す
る
こ
と
を
批

判
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

義
門
の
差
別
の
時
は
、
華
厳
は
五
教
を
立
て
、
法
相
三
論
を
ば
、
始
教
終

教
と
く
だ
し
、
天
台
は
四
教
を
立
て
、
法
相
を
別
教
に
摂
す
。
法
相
は
一

乗
方
便
、
三
乗
真
実
と
云
い
、
三
論
の
師
は
、
法
相
は
三
を
執
し
、
天
台

は
一
を
執
す
。
吾
は
非
三
非
一
と
云
て
、
余
の
所
を
毀
。
是
機
を
引
入
す

る
方
便
也
。
実
証
所
を
隔
に
あ
ら
じ
。
諸
宗
の
論
は
、
一
往
他
宗
の
劣
な

る
処
を
見
て
、
我
家
の
勝
た
る
義
を
以
て
そ
し
る
。
相
撲
を
取
に
、
吾
が

つ
よ
き
所
を
以
て
、
人
の
よ
は
き
所
に
当
と
云
如
し
。
只
有
縁
の
機
に
信

心
を
深
せ
ん
為
也
。
謗
法
せ
よ
と
に
あ
ら
じ
。
求
那
抜
摩
三
蔵
の
云
く
、

⽛
諸
仏
各
異
端
、
修
行
理
無
二
。
偏
執
有
𥿜是
非
𥾀。
達
者
無
𥿜違
諍
𥾀云
云
⽜。

寔
に
偏
執
是
非
は
、
仏
祖
の
意
に
不
𦗺可
𦗺叶
。㊵

諸
宗
が
他
宗
を
謗
る
の
は
機
を
誘
引
す
る
方
便
で
あ
り
、
謗
法
を
勧
め
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
求
那
跋
摩
（
？
ᴷ
四
三
一
）
の
遺
偈
を
引
用

し
、
あ
ら
た
め
て
偏
執
を
戒
め
て
い
る
。
先
に
無
住
が
三
論
宗
の
高
僧
の
姿
勢

八



を
注
意
し
た
の
は
偏
執
に
つ
い
て
で
あ
り
、
勝
劣
を
述
べ
た
こ
と
で
は
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
宗
論
で
留
意
さ
れ
た
点
を
整
理
す
る
と
、
諍
論
や
偏
執

を
控
え
る
こ
と
、
諸
宗
の
得
道
を
認
め
る
こ
と
、
機
根
の
多
様
さ
を
認
め
る
こ

と
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る㊶
。
こ
う
し
た
点
に
留
意
す
る
の
は
暦
応
元
（
一
三
三

八
）
年
に
著
さ
れ
た
⽝
歩
船
鈔
⽞
も
例
外
で
は
な
い
。

二
ᴷ
二
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
諸
宗
論
と
法
然
の
言
説

⽝
歩
船
鈔
⽞
の
序
文
に
は
、
先
に
見
た
諸
宗
論
で
留
意
さ
れ
る
三
点
を
踏
ま

え
る
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。

一
代
の
諸
教
区
に
分
れ
て
、
諸
宗
の
所
談
各
別
な
り
。
雖
𦗺別
帰
す
る
所

の
極
理
は
一
致
な
り
。
何
も
生
死
を
離
て
涅
槃
を
証
し
、
迷
を
翻
し
て
悟

を
可
𦗺得
故
な
り
。
求
那
跋
摩
三
蔵
の
遺
文
の
偈
を
見
に
、⽛
諸
論
各
異
端
、

修
行
理
無
𦗺二
、
偏
執
有
𥿜是
非
𥾀、
達
者
無
𥿜違
諍
𥾀⽜
と
云
へ
り
。
誠
に
有
𥿜

智
解
𥾀、
仏
法
の
大
意
に
通
達
せ
ん
人
は
、
不
𦗺可
𦗺有
𥿜偏
執
𥾀。
然
而
、
機

根
万
差
な
る
が
故
に
、
仏
教
又
万
別
な
り
。
各
有
縁
の
教
に
依
て
修
行
せ

ば
、
速
に
解
脱
を
可
𦗺得
な
り
。㊷

諸
宗
い
ず
れ
も
極
理
は
一
致
す
る
と
い
い
、
有
縁
の
教
に
よ
っ
て
修
行
す
れ
ば

解
脱
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、⽝
沙
石
集
⽞
で
も
用
い
ら
れ
た

求
那
跋
摩
の
遺
偈㊸
を
引
用
し
、
偏
執
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
し
て
い
る
。

ま
た
、
機
根
が
多
様
で
あ
る
た
め
仏
教
も
ま
た
多
様
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
見
解
は
当
時
に
流
布
し
た
法
然
の
言
説
と
違
わ
な
い
。
存
覚
が
実

見
し
た
⽝
四
十
八
巻
伝㊹
⽞
や
⽝
拾
遺
和
語
灯
録
⽞
に
収
載
さ
れ
る
、
法
然
が
口

述
し
聖
覚
（
一
一
六
七
ᴷ
一
二
三
五
）
が
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
⽛
登
山
状㊺
⽜

（⽛
元
久
法
語
⽜
と
も
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
一
代
諸
教
の
う
ち
、
顕
宗
・
密
宗
、
大
乗
・
小
乗
、
権
教
・
実

教
、
論
家
、
部
八
宗
に
わ
か
れ
、
義
万
差
に
つ
ら
な
り
て
、
あ
る
い
は
万

法
皆
空
の
宗
を
と
き
、
あ
る
い
は
諸
法
実
相
の
心
を
あ
か
し
、
あ
る
い
は

五
性
各
別
の
義
を
た
て
、
あ
る
い
は
悉
有
仏
性
の
理
を
談
じ
、
宗
々
に
究

竟
至
極
の
義
を
あ
ら
そ
ひ
、
各
々
に
甚
深
正
義
の
宗
を
論
ず
。
み
な
こ
れ

経
論
の
実
語
也
。
そ
も
そ
も
又
如
来
の
金
言
也
。
あ
る
い
は
機
を
と
ゝ
の

へ
て
こ
れ
を
と
き
、
あ
る
い
は
時
を
か
ゞ
み
て
こ
れ
を
お
し
へ
給
へ
り
。

い
づ
れ
か
あ
さ
く
、
い
づ
れ
か
ふ
か
き
、
と
も
に
是
非
を
わ
き
ま
へ
が
た

し
。
か
れ
も
教
こ
れ
も
教
、
た
が
ひ
に
偏
執
を
い
だ
く
事
な
か
れ
。
説
の

ご
と
く
修
行
せ
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
生
死
を
過
度
す
べ
し
。
法
の
ご
と

く
修
行
せ
ば
、
と
も
に
お
な
じ
く
菩
提
を
証
得
す
べ
し
。㊻

究
竟
至
極
の
義
を
あ
ら
そ
う
諸
宗
の
論
が
い
ず
れ
も
実
語
で
あ
り
、
機
を
と
と

の
え㊼
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
偏
執
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
先
に

見
た
諸
宗
論
で
留
意
さ
れ
る
三
点
を
含
む
内
容
で
あ
る
。

な
お
、
右
の
⽛
登
山
状
⽜
の
語
句
と
ほ
ぼ
同
文
が
、
無
住
が
嘉
元
三
（
一
三

〇
五
）
年
に
著
し
た
⽝
雑
談
集
⽞
の
⽛
無
常
の
言
⽜
に
認
め
ら
れ
る㊽
。
こ
の
点

に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
無
住
の
発
案
か
浄
土
門
流
の
発
案
か
で
見
解
が
分
か

れ
て
い
る㊾
も
の
の
、
当
該
類
似
は
無
住
と
浄
土
門
流
が
諸
宗
論
に
つ
い
て
同
じ

点
に
留
意
し
た
証
左
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
諸
宗
論
に
つ
い
て
、
諍
論

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

九



や
偏
執
に
留
意
す
る
こ
と
、
諸
宗
の
得
道
を
認
め
る
こ
と
、
機
根
の
多
様
さ
を

認
め
る
こ
と
の
三
点
が
当
時
の
学
僧
に
留
意
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、⽝
歩
船
鈔
⽞
が
こ
れ
ら
の
留
意
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
当
時
に

流
布
し
た
法
然
の
言
説
に
違
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

存
覚
が
浄
土
宗
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
教
法
を
否
定
す
る
な
ら
と
も
か
く
、
八
家

九
宗
に
浄
土
宗
が
加
わ
る
十
宗
体
制
を
目
指
す
以
上
、
そ
こ
に
は
諸
宗
と
の
協

調
と
浄
土
宗
独
自
の
役
割
の
両
方
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
と
き
存
覚
は
諸
宗

論
の
留
意
点
を
踏
ま
え
、
必
ず
し
も
諸
宗
を
否
定
し
な
い
教
判
論
で
あ
る
難
易

二
道
判
が
聖
浄
二
門
判
よ
り
も
適
当
で
あ
る
と
理
解
し
、
十
宗
に
お
け
る
浄
土

宗
の
役
割
を
機
根
の
適
否
に
応
じ
る
こ
と
と
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
た
だ
難
易
二
道
判
に
立
脚
す
る
の
で
は
な
く
、
浄
土
宗
を
立
て
た
法

然
の
言
説
に
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
教
判
論
を
再
構
成
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
果
た
し
て
存
覚
が
難
易
二
道
判
を
も
っ
て
浄
土
宗
の
正
当
な
教
判
論
と

し
て
時
代
に
応
じ
た
更
新
を
試
み
た
と
推
測
す
る
の
は
早
計
だ
ろ
う
か
。

三

日
ẃ
教
学
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
難
易
二
道
判

存
覚
が
難
易
二
道
判
に
基
づ
き
十
宗
を
概
説
す
る
こ
と
は
、
十
宗
体
制
に
お

い
て
易
行
を
提
供
す
る
の
は
浄
土
宗
の
み
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
捉
え
ら
れ
よ

う
。
こ
の
と
き
、
難
易
二
道
判
と
い
う
教
判
論
そ
の
も
の
が
批
判
さ
れ
た
り
、

念
仏
に
勝
る
易
行
が
主
張
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
浄
土
宗
独
自
の
役
割
を
脅
か
す

も
の
と
し
て
存
覚
に
危
惧
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る㊿
。
だ
か
ら
こ
そ
存
覚
は
⽝
歩

船
鈔
⽞
の
天
台
宗
の
項
に
お
い
て
、⽝
法
華
経
⽞
の
行
が
念
仏
よ
り
も
勝
れ
た

易
行
で
あ
る
と
主
張
す
る
日
ẃ
教
学
に
反
駁
し
た
と
考
え
ら
れ
る⠗
。
こ
の
よ
う

な
視
座
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
浄
土
宗
の
項
を
検

討
し
、
日
ẃ
教
学
に
よ
る
難
易
二
道
判
批
判
に
応
答
す
る
側
面
を
指
摘
す
る
。

先
に
見
た
と
お
り
、
法
然
も
⽝
歩
船
鈔
⽞
も
浄
土
宗
の
教
判
論
を
担
保
す
る

た
め
に
天
台
（
智
顗
）
と
い
う
人
名
や
⽝
十
疑
論
⽞
と
い
う
書
名
を
提
出
し
て

い
た
。
た
だ
し
、⽝
歩
船
鈔
⽞
は
人
名
や
書
名
に
と
ど
ま
ら
ず
釈
文
を
引
用
し

て
お
り
、
法
然
に
比
し
て
智
顗
の
用
例
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
存
覚
が
智
顗

を
日
ẃ
教
学
で
依
拠
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
と
理
解
し
、
日
ẃ
教
学
に
お
け
る
難

易
二
道
判
批
判
に
反
駁
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
ẃ
教
学
は
曇
鸞
、

道
綽
、
法
然
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
無
理
解
を
主
張
す
る
一
方
、
智
顗
に
つ

い
て
は
人
師
に
お
い
て
た
だ
一
人
の
識
者
と
位
置
付
け
て
い
る
。

三
ᴷ
一

法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
⽝
十
疑
論
⽞
の
用
例

あ
ら
た
め
て
法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
か
ら
智
顗
の
用
例
を
示
す
と
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
⽝
選
択
集
⽞
で
は
、

此
の
中
の
難
行
道
は
即
ち
是
聖
道
門
な
り
。
易
行
道
は
即
ち
是
浄
土
門
な

り
。
難
行
・
易
行
、
聖
道
・
浄
土
、
其
の
言
異
り
と
雖
も
、
其
の
意
是
同

じ
。
天
台
・
迦
才
之
に
同
じ
、
知
る
べ
し
。⠘

と
い
い
、
天
台
こ
と
智
顗
の
名
を
示
す
に
と
ど
ま
る⠙
。
次
に
⽝
逆
修
説
法
⽞
で

は
、

此
の
二
道
を
立
こ
と
は
、
曇
鸞
一
師
に
限
ず
。
天
台
の
⽝
十
疑
論
⽞
に
も

同
く
引
釈
し
給
へ
り
。⠚
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と
い
い
、⽝
十
疑
論
⽞
の
書
名
を
提
出
す
る
も
の
の
、
内
容
を
引
用
し
て
い
な

い
。一

方
で
⽝
歩
船
鈔
⽞
は
人
名
と
書
名
に
加
え
、
次
の
よ
う
に
⽝
十
疑
論
⽞
で

難
行
道
と
易
行
道
に
言
及
さ
れ
る
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。
網
掛
け
を
付
し
た

の
が
直
接
引
用
と
見
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

又
天
台
大
師
の
⽝
十
疑
⽞
に
も
、
龍
樹
の
論
判
に
依
て
、
穢
土
の
修
行
の

成
じ
難
き
事
を
顕
し
、
浄
土
の
証
悟
の
決
定
な
る
義
を
判
ぜ
り
。
先
づ
、

難
行
道
の
相
を
釈
す
と
し
て
、⽝
智
度
論
⽞
に
⽛
具
縛
凡
夫
、
雖
𦗺有
𥿜大

悲
心
𥾀、
則
願
生
𥿜悪
世
𥾀救
𥿜苦
衆
生
𥾀者
、
無
𦗺有
𥿜是
処
𥾀⽜
と
云
へ
る
文

を
引
て
、
下
に
私
の
釈
を
加
へ
ら
れ
て
云
く
、⽛
何
以
故
、
悪
世
界
中
、

煩
悩
境
強
、
自
無
𥿜忍
力
𥾀。
随
𦗺境
所
𦗺転
、
声
色
所
𦗺縛
、
自
墜
𥿜三
塗
𥾀。

焉
能
救
𥿜衆
生
𥾀。
縦
令
得
𦗺生
𥿜人
中
𥾀聖
道
難
𦗺得
。
或
因
𥿜施
戒
修
福
𥾀生
𥿜

人
中
𥾀、
得
𦗺作
𥿜国
王
・
大
臣
・
長
者
𥾀富
貴
自
在
。
縦
有
𥿜善
知
識
𥾀不
𥿜肯

信
用
𥾀、
貪
瞋
・
放
逸
故
広
造
𥿜衆
罪
𥾀。
乗
𥿜此
悪
業
𥾀一
入
𥿜三
途
𥾀、
経
𥿜無

量
劫
𥾀。
従
𥿜地
獄
𥾀出
、
受
𥿜貧
賤
人
身
𥾀。
若
不
𦗺逢
𥿜善
知
識
𥾀、
還
墮
𥿜地
獄
𥾀。

如
𦗺此
輪
廻
、
至
𥿜於
今
日
𥾀人
々
皆
如
𦗺是
。
此
名
𥿜難
行
道
𥾀也
⽜
と
云
へ

り
。
次
に
易
行
道
の
義
を
釈
す
る
文
に
云
、⽛
凡
夫
無
𦗺力
、
唯
須
𦮴専
念
𥿜

阿
弥
陀
仏
𥾀、
便
得
𦬧三
昧
𦨪。
以
𥿜業
成
𥾀故
、
臨
終
斂
𦗺念
得
𦗺生
決
定
不
𦗺疑
。

見
𥿜阿
弥
陀
仏
𥾀証
𥿜無
生
忍
𥾀已
還
𥿜来
三
界
𥾀、
乗
𥿜無
生
忍
𥾀、
救
𥿜苦
衆
生
𥾀、

広
施
𥿜仏
事
𥾀、
任
𦗺意
自
在
。
故
⽝
論
⽞
云
、
遊
𥿜戯
地
獄
門
𥾀者
、
生
𥿜彼

国
𥾀已
、
得
𥿜無
生
忍
𥾀已
還
𥿜入
生
死
国
𥾀、
教
𥿜化
地
獄
𥾀救
𥿜苦
衆
生
𥾀。
以
𥿜

此
因
縁
𥾀求
𦗺生
𥿜浄
土
𥾀者
、
願
識
𥿜其
教
𥾀。
故
⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
云
名
𥿜

易
行
道
𥾀⽜
と
云
へ
り
。⠛

こ
の
よ
う
に
、
智
顗
に
よ
っ
て
難
易
二
道
判
を
担
保
す
る
用
例
が
法
然
に
比
し

て
多
い⠜
。
こ
う
し
た
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
に
お
け
る
智
顗
の
用
例
に
つ
い
て

注
意
さ
れ
る
の
が
、
日
ẃ
教
学
に
お
け
る
難
易
二
道
判
批
判
と
智
顗
の
位
置
付

け
で
あ
る
。

三
ᴷ
二

日
ẃ
教
学
に
お
け
る
難
易
二
道
判
批
判
と
智
顗
の
位
置

日
ẃ
教
学
に
お
け
る
難
易
二
道
判
批
判
は
、
日
ẃ
が
正
元
元
（
一
二
五
九
）

年
に
著
し
た
⽝
守
護
国
家
論
⽞
や
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
ご
ろ
ま
で
の
成

立
と
さ
れ
る
⽝
顕
謗
法
鈔⠝
⽞
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
法
然
教
学
批
判
を
展
開

す
る
⽝
守
護
国
家
論
⽞
は
、⽝
法
華
経
⽞
に
よ
る
行
が
難
行
で
な
く
易
行
で
あ

る
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

随
て
四
依
の
大
士
龍
樹
菩
薩

十
住
毘
婆
沙
論
に
は
法
華
已
前
に
於
て
難

易
の
二
道
を
分
ち

敢
て
四
十
余
年
已
後
の
経
に
於
て
難
行
の
義
を
存
せ

ず
。
其
上
若
修
し
易
き
を
以
て
易
行
と
定
め
ば

法
華
経
の
五
十
展
転
の

行
は
称
名
念
仏
よ
り
行
じ
易
き
こ
と
百
千
万
億
倍
な
り
。
若
亦
勝
を
以
て

易
行
と
定
め
ば

分
別
功
徳
品
に
爾
前
四
十
余
年
の
八
十
万
億
劫
の
間

檀
・
戒
・
忍
・
進
・
念
仏
三
昧
等
先
き
の
五
波
羅
蜜
の
功
徳
を
以
て
法
華

経
の
一
念
信
解
の
功
徳
に
比
す
る
に

一
念
信
解
の
功
徳
は
念
仏
三
昧
等

の
先
き
の
五
波
羅
蜜
に
勝
る
ゝ
こ
と
百
千
万
億
倍
な
り
。
難
易
勝
劣
と
謂

ひ
行
浅
功
深
と
謂
ひ

観
経
等
の
念
仏
三
昧
を
法
華
経
に
比
す
る
に

難

行
の
中
の
極
難
行

勝
劣
の
中
の
極
劣
な
り
。⠞

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

一
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⽝
法
華
経
⽞
の
行
に
は
難
易
二
道
判
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
も

し
修
し
や
す
い
こ
と
を
易
行
と
定
め
る
な
ら
、
称
名
念
仏
よ
り
も
⽝
法
華
経
⽞

の
行
が
勝
る
と
い
う⠟
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

請
ひ
願
く
は
今
の
世
の
道
俗

設
ひ
此
書
を
邪
義
な
り
と
思
ふ
と
雖
も

且
く
此
念
を
抛
て

十
住
毘
婆
沙
論
を
開
き
其
難
行
の
内
に
法
華
経
の
入

不
入
を
撿
べ

選
択
集
の
準
之
思
之
の
四
字
を
按
じ
て

後
に
是
非
を
致

せ
。
謬
て
悪
知
識
を
信
じ

邪
法
を
習
ひ

此
生
を
空
す
る
こ
と
莫
れ
。⠠

⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
が
⽝
法
華
経
⽞
を
難
行
に
含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
点
検

す
る
よ
う
述
べ
、
く
れ
ぐ
れ
も
悪
知
識
こ
と
法
然
を
信
じ
な
い
よ
う
注
意
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
法
然
の
難
易
二
道
判
を
誤
り
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

次
に
、⽝
法
華
経
⽞
に
依
拠
し
な
い
諸
宗
に
謗
法
罪
を
認
め
る
⽝
顕
謗
法
鈔
⽞

は
、
智
顗
の
み
を
肯
定
し
、
他
の
一
切
の
人
師
を
批
判
し
て
い
る
。

而ル

を
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
・
法
蔵
・
澄
観
・
慈
恩
・
嘉
祥
・
南
三
北

七
・
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
達
磨
等
の
、
我
が
所
立
の
依
経
を
一
代
第
一

と
い
え
る
は
教
を
し
ら
ざ
る
者
な
り
。
但シ

一
切
の
人
師
の
中
に
は
天
台
智

者
大
師
一
人
教
を
し
れ
る
人
な
り
。
曇
鸞
・
道
綽
等
の
聖
道
浄
土
・
難
行

易
行
・
正
行
雑
行
は
、
源
と
十
住
毘
婆
沙
論
に
依ル

。
彼
本
論
に
難
行
の
内

に
法
華
真
言
等
を
入ル

と
謂
は
僻
案
な
り
。
論
主
の
心
と
論
の
始
中
終
を
し

ら
ざ
る
失
あ
り
。⠡

一
切
の
人
師
に
お
い
て
、
智
顗
の
み
が
教
を
知
る
者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
難
行
に
法
華
・
真
言
を
含
む
の
は
僻
案
で
あ
る
と
い
い
、
曇
鸞
や
道
綽

に
お
け
る
⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
の
無
理
解
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
ẃ
教
学
は
⽝
法
華
経
⽞
の
行
が
称
名
念
仏
よ
り
も
易
行
で
あ

る
と
主
張
し
、
曇
鸞
、
道
綽
、
法
然
の
難
易
二
道
判
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、

智
顗
の
み
を
識
者
と
位
置
付
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
日
ẃ
教
学
に
立
脚
す
る
法
華
宗
徒
と
存
覚
が
宗
論
を
交
わ
し
た
の

が
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
で
あ
り
、⽝
歩
船
鈔
⽞
の
成
立
年
で
あ
る⠢
。
存
覚

が
難
易
二
道
判
を
用
い
て
十
宗
に
お
け
る
浄
土
宗
の
役
割
を
規
定
し
よ
う
と
試

み
る
と
き
、
法
華
宗
徒
へ
の
対
応
を
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
対
応
と
は
、
曇
鸞
、
道
綽
、
法
然
に
お
け
る
⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
の
無
理

解
を
主
張
す
る
日
ẃ
教
学
に
対
し
、
日
ẃ
教
学
で
た
だ
一
人
の
識
者
と
位
置
付

け
ら
れ
る
智
顗
を
法
然
の
用
例
よ
り
多
く
担
保
に
用
い
る
こ
と
で
、
浄
土
宗
に

お
け
る
難
易
二
道
判
の
理
解
が
正
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
親
鸞
門
流
よ
り
も
広
い
範
囲
で
あ
る
浄
土
門
流
と
い
う
視
座
を
設

け
、⽝
歩
船
鈔
⽞
の
検
討
を
通
じ
、
存
覚
の
浄
土
門
流
と
し
て
の
側
面
を
以
下

の
次
第
で
指
摘
し
た
。

第
一
に
、
法
然
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
を
比
較
し
た
。⽝
歩
船
鈔
⽞
と
法

然
の
教
判
論
は
、
専
修
念
仏
を
勧
め
る
た
め
に
聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
に

言
及
し
、
智
顗
や
基
を
用
い
て
教
判
論
を
担
保
し
て
い
た
。
ま
た
、
聖
道
門
・

浄
土
門
＝
難
行
道
・
易
行
道
＝
三
乗
・
浄
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教
判
論
は
法
然
の
教

一
二



判
論
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
聖
浄
二
門
判
の
次
に
難
易
二
道
判
に
言
及
す
る
法
然
と
は
異
な
り
、

⽝
歩
船
鈔
⽞
は
難
易
二
道
判
の
次
に
聖
浄
二
門
判
に
言
及
し
て
い
た
。
そ
こ
で

聖
浄
二
門
判
と
難
易
二
道
判
に
目
を
向
け
る
と
、
聖
浄
二
門
判
に
は
聖
道
門
の

得
道
を
認
め
ず
、
行
者
の
機
根
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
側
面
が
認
め
ら
れ
た
。

一
方
で
難
易
二
道
判
に
は
、
必
ず
し
も
難
行
に
よ
る
得
道
を
否
定
せ
ず
、
行
法

の
選
択
を
行
者
に
委
ね
る
側
面
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
他
宗
の
教
義
を
問

題
に
す
る
か
、
個
人
の
機
根
を
問
題
に
す
る
か
と
い
う
点
で
異
な
る
。

第
二
に
、
右
の
異
同
を
踏
ま
え
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の

諸
宗
論
を
概
観
し
、
諍
論
や
偏
執
に
留
意
す
る
こ
と
、
諸
宗
の
得
道
を
認
め
る

こ
と
、
機
根
の
多
様
さ
を
認
め
る
こ
と
の
三
点
が
当
時
の
学
僧
に
留
意
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、⽝
歩
船
鈔
⽞
が
こ
れ
ら
の
留
意
点
を
踏
ま
え
る

こ
と
と
、
そ
れ
が
当
時
に
流
布
し
た
法
然
の
言
説
に
違
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
存
覚
は
諸
宗
論
の
留
意
点
を
踏
ま
え
、
必
ず
し
も

諸
宗
を
否
定
し
な
い
教
判
論
で
あ
る
難
易
二
道
判
が
聖
浄
二
門
判
よ
り
も
適
当

で
あ
る
と
理
解
し
、
十
宗
に
お
け
る
浄
土
宗
独
自
の
役
割
を
機
根
の
適
否
に
応

じ
る
こ
と
と
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
た
だ
難
易
二
道
判
に
立
脚
す

る
の
で
は
な
く
、
浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
の
言
説
に
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
な

が
ら
教
判
論
を
再
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
あ
ら
た
め
て
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
浄
土
宗
の
項
を
検
討
し
、
日
ẃ
教
学

に
よ
る
難
易
二
道
判
批
判
に
応
答
す
る
側
面
を
指
摘
し
た
。⽝
歩
船
鈔
⽞
の
教

判
論
に
お
け
る
智
顗
の
用
例
は
、
法
然
の
教
判
論
の
用
例
に
比
し
て
多
い
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
存
覚
は
、
曇
鸞
、
道
綽
、
法
然
に
お
け
る
⽝
十
住
毘
婆
沙

論
⽞
の
無
理
解
を
主
張
す
る
日
ẃ
教
学
に
対
し
、
日
ẃ
教
学
で
た
だ
一
人
の
識

者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
智
顗
を
法
然
の
用
例
よ
り
多
く
担
保
に
用
い
る
こ
と
で
、

浄
土
宗
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
理
解
が
正
当
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
存
覚
は
、
法
然
の
言
説
に
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら

難
易
二
道
判
に
力
点
を
置
い
て
法
然
の
教
判
論
を
再
構
成
し
、
時
代
に
よ
る
教

法
の
是
非
よ
り
も
機
根
の
適
否
に
応
じ
る
の
が
十
宗
に
お
け
る
浄
土
宗
の
第
一

の
役
割
で
あ
る
と
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
存
覚

教
学
に
お
け
る
研
究
視
座
の
拡
張
が
期
待
さ
れ
る
。

註①

存
覚
⽝
存
覚
一
期
記
⽞（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研

究
室
［
編
纂
］⽝
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
⽞（
以
下
⽝
聖
典
全
書
⽞）
四
（
本
願
寺

出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
一
三
九
七
頁
、
一
四
〇
〇
ᴷ
一
四
〇
三
頁
）

②

存
覚
⽝
破
邪
顕
正
抄
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
五
八
九
頁
）

③

存
覚
⽝
歩
船
鈔
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
五
九
頁
）

④
⽝
破
邪
顕
正
抄
⽞
の
成
立
年
は
、
複
数
の
写
本
か
ら
元
亨
四
（
一
三
二
四
）

年
と
知
ら
れ
る
（
川
添
泰
信
⽛
破
邪
顕
正
抄
の
書
誌
に
つ
い
て
⽜（
龍
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
［
編
］⽝
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
（
七
）⽝
破
邪
顕
正
抄
⽞⽝
顕

名
鈔
⽞⽞（
龍
谷
大
学
、
一
九
八
七
年
）
五
二
三
ᴷ
五
二
八
頁
））。⽝
歩
船
鈔
⽞

の
成
立
年
は
、
寂
慧
⽝
鑑
古
録
⽞
で
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
の
項
に
記
載
さ

れ
る
こ
と
か
ら
同
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
寂
慧
⽝
鑑
古
録
⽞（
妻
木
直
良

［
編
纂
］⽝
真
宗
全
書
⽞
六
八
（
蔵
経
書
院
、
一
九
一
四
年
）、
三
七
三
頁
上
ᴷ

下
））。

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

一
三



⑤

管
見
に
及
ん
だ
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
研
究
蓄
積
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
北
塔

光
昇
⽛⽝
八
宗
綱
要
⽞
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
構
成
上
の
相
似
性
に
つ
い
て
⽜（⽝
印

度
哲
学
仏
教
学
⽞
九
、
一
九
九
四
年
）。
岡
本
一
平
⽛
日
本
の
仏
教
綱
要
書
に

つ
い
て
⽜（⽝
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
⽞
三
二
、
一
九
九
九
年
）。

松
本
巧
晴
［
編
著
］⽝
存
覚
上
人
の
歩
船
鈔
訳
註
と
校
異
⽞（
自
照
社
出
版
、
二

〇
〇
七
年
）。
龍
口
恭
子
⽛⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
十
宗
ᴷ
存
覚
の
修
学
の
系
譜

を
中
心
に
ᴷ
⽜（⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
五
七
ᴷ
一
、
二
〇
〇
八
年
）。
龍
口

恭
子
⽛
存
覚
⽝
歩
船
鈔
⽞
と
十
宗
ᴷ
仏
教
概
論
と
し
て
の
構
想
ᴷ
⽜（⽝
印
度
学

仏
教
学
研
究
⽞
五
八
ᴷ
一
、
二
〇
〇
九
年
）。
龍
口
恭
子
⽛
存
覚
と
仏
心
宗
ᴷ

⽝
歩
船
鈔
⽞
の
一
考
察
ᴷ
⽜（⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
六
一
ᴷ
一
、
二
〇
一
二

年
）。
永
村
眞
⽛
真
宗
と
余
乗
ᴷ
存
覚
の
著
述
を
通
し
て
ᴷ
⽜（⽝
日
本
女
子
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
六
、
二
〇
一
〇
年
）。
野
呂
靖
⽛
存
覚
撰

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
聖
道
門
理
解
ᴷ
⽛
華
厳
宗
⽜
項
の
検
討
を
中
心
に
ᴷ
⽜

（⽝
真
宗
研
究
⽞
五
五
、
二
〇
一
一
年
）。
赤
井
智
顕
⽛
存
覚
上
人
に
お
け
る
聖

道
門
理
解
に
つ
い
て
ᴷ
幸
西
義
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
ᴷ
⽜（⽝
宗
学
院
論
集
⽞

八
七
、
二
〇
一
五
年
）。
中
村
玲
太
⽛
中
世
仏
教
綱
要
書
と
浄
土
宗
西
山
義
⽜

（⽝
仏
教
史
学
研
究
⽞
六
三
ᴷ
二
、
二
〇
二
二
年
）。
概
し
て
仏
教
綱
要
書
や
諸

宗
論
と
の
関
連
を
検
討
す
る
も
の
と
、⽝
歩
船
鈔
⽞
が
概
説
す
る
各
宗
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
も
の
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。

⑥

義
譲
（
一
七
九
六
ᴷ
一
八
五
八
）
は
浄
土
宗
の
項
と
⽝
選
択
集
⽞
の
構
成
と

の
類
似
に
言
及
す
る
も
の
の
、⽛
浄
土
宗
の
下
の
所
明
選
択
集
に
あ
て
ゝ
見
れ

ば
。
已
上
は
教
相
章
聖
浄
二
門
難
易
二
道
の
判
釈
に
当
る
。⽜（
義
譲
⽝
歩
船
鈔

甲
辰
記
⽞（
真
宗
典
籍
刊
行
会
［
編
］⽝
真
宗
大
系
⽞
二
八
（
真
宗
典
籍
刊
行
会
、

一
九
二
五
年
）、
三
四
二
頁
下
））
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
ほ
か
浄
土
宗

の
項
で
⽝
法
華
文
句
⽞
が
引
用
さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、⽛
文
の
裏
で
は
彼
の

日
徒
に
対
し
給
ふ
思
召
あ
る
が
已
下
の
一
段
な
り
⽜（
同
右
、
三
四
〇
頁
上
）

と
い
い
、
法
華
宗
徒
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
。
赤
井
智
顕
氏
は
前
掲
論
文

で
⽛
聖
道
門
の
⽛
聖
⽜
を
聖
者
と
規
定
し
、
そ
れ
を
初
地
以
上
の
菩
薩
と
見
做

し
て
い
く
様
な
見
解
、
ま
た
聖
道
門
を
為
聖
の
教
、
浄
土
門
を
為
凡
の
教
と
論

じ
て
い
く
存
覚
の
聖
道
門
理
解
は
幸
西
の
意
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。⽜（
赤
井
智
顕
⽛
存
覚
上
人
に
お
け
る
聖
道
門
理
解
に
つ
い
て
ᴷ
幸
西
義
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
ᴷ
⽜
七
四
ᴷ
七
五
頁
）
と
い
い
、
幸
西
（
一
一
六
三
ᴷ
一

二
四
七
）
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
。
中
村
玲
太
氏
は
前
掲
論
文
で
⽛
西
山

義
の
⽛
化
前
序
⽜
説
か
ら
仏
教
の
枠
組
み
を
示
す
の
が
⽝
歩
船
鈔
⽞
で
あ
る
。⽜

（
中
村
玲
太
⽛
中
世
仏
教
綱
要
書
と
浄
土
宗
西
山
義
⽜
一
六
頁
下
）
と
い
い
、

西
山
義
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
⽛
浄
土
宗
各
派
の
特
徴
的
な
教
義

を
極
力
、
意
識
的
に
排
除
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
⽜
と
も
述
べ
、
存
覚
が

⽛
最
大
公
約
数
的
に
⽛
浄
土
宗
⽜
の
記
述
を
し
よ
う
と
心
が
け
た
⽜
も
の
と
推

測
し
て
い
る
（
同
右
、
一
六
頁
上
）。

⑦

こ
こ
で
い
う
法
然
の
言
説
と
は
、
存
覚
当
時
に
流
布
し
た
法
然
教
学
、
法
然

遺
文
、
法
然
伝
を
指
す
。
こ
れ
ら
が
史
実
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
研
究
に
お
い
て
は
存
覚
当
時
に
法
然
の
言
説
と
し
て
流
布
し
た
事
実
が
重
要

で
あ
る
。
あ
る
い
は
本
論
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
然
の
言
説
に
違
わ
な
い
よ

う
注
意
す
る
存
覚
の
姿
勢
を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
が
当
時
に
一
定
の
説
得
力
を
有

し
た
法
然
の
言
説
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑧

法
然
⽝
選
択
集
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
一
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、

一
二
五
四
頁
。
原
漢
文
）

⑨

同
右
、
一
二
五
六
頁
。
原
漢
文
。

⑩

同
右
、
一
二
五
六
ᴷ
一
二
五
七
頁
。
原
漢
文
。

⑪

同
右
、
一
二
五
七
頁
。

⑫

同
右
、
一
二
五
七
ᴷ
一
二
五
八
頁
。
原
漢
文
。

⑬

法
然
［
述
］⽝
逆
修
説
法
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
六
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一

九
年
）、
一
九
二
頁
。
原
漢
文
）

⑭

同
右
、
一
九
二
ᴷ
一
九
三
頁
。
原
漢
文
。

⑮

同
右
、
一
九
三
頁
。
原
漢
文
。

⑯

こ
の
ほ
か
法
然
の
教
判
論
と
異
な
り
、
存
覚
は
迦
才
を
引
用
し
て
い
な
い
。

こ
の
事
情
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

⑰

存
覚
⽝
歩
船
鈔
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
八
三
ᴷ
七
八
四
頁
）

一
四



⑱

同
右
、
七
八
四
頁
。

⑲

同
右
。

⑳

同
右
、
七
八
四
ᴷ
七
八
五
頁
。

㉑

法
然
⽝
選
択
集
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
二
五
三
頁
。
原
漢
文
）

㉒

同
右
、
一
二
五
六
頁
。
原
漢
文
。

㉓

明
恵
⽝
摧
邪
輪
⽞（⽝
浄
土
宗
全
書
⽞
八
、
七
六
九
頁
上
ᴷ
下
。
原
漢
文
）

㉔

源
信
⽝
往
生
要
集
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
〇
一
三
頁
。
原
漢
文
）

㉕

同
右
、
一
二
三
二
ᴷ
一
二
三
三
頁
。
原
漢
文
。

㉖

道
綽
も
⽝
安
楽
集
⽞
に
お
い
て
⽝
十
住
毘
婆
沙
論
⽞
を
引
用
し
て
難
行
道
と

易
行
道
に
言
及
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
易
行
道
を
念
仏
に
限
定
す
る
内
容
で

は
な
い
（
道
綽
⽝
安
楽
集
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
六
〇
七
ᴷ
六
〇
八
頁
））。

㉗

法
然
が
諸
行
に
よ
る
得
道
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
機
根
の
適
否
に
注
意
す
る

様
子
は
、⽛
要
義
問
答
⽜（⽝
和
語
灯
録
⽞
三
（⽝
聖
典
全
書
⽞
六
、
五
〇
六
ᴷ
五

〇
七
頁
））、⽝
黒
谷
源
空
上
人
伝
⽞（
塙
保
己
一
［
編
纂
］⽝
続
群
書
類
従
⽞
九

ᴷ
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
年
）、
一
〇
頁
上
ᴷ
下
）、⽝
四
十
八

巻
伝
⽞（
中
井
真
孝
［
校
注
］⽝
新
訂

法
然
上
人
絵
伝
⽞（
思
文
閣
出
版
、
二

〇
一
二
年
）
八
九
ᴷ
九
〇
頁
）
に
伝
え
ら
れ
る
。

㉘

末
木
文
美
士
⽛
顕
密
体
制
論
以
後
の
仏
教
研
究
ᴷ
中
世
の
諸
宗
論
か
ら
ᴷ
⽜

（⽝
日
本
仏
教
総
合
研
究
⽞
六
、
二
〇
〇
八
年
）
一
三
頁
下
ᴷ
一
四
頁
上
。

㉙

同
右
、
一
三
頁
上
。

㉚
⽝
十
宗
要
道
記
⽞
の
原
本
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
先
行
研
究
で
は

⽛
基
本
的
に
は
円
爾
の
も
の
と
見
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。⽜（
和
田
有
希
子

⽛⽝
十
宗
要
道
記
⽞
解
題
⽜（
中
世
禅
籍
叢
刊
編
集
委
員
会
［
編
］⽝
中
世
禅
籍
叢

刊
⽞
四
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
六
七
四
頁
上
）
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

㉛

円
爾
⽝
十
宗
要
道
記
⽞（⽝
中
世
禅
籍
叢
刊
⽞
四
、
五
七
九
頁
。
原
漢
文
）

㉜

凝
然
⽝
八
宗
綱
要
⽞（
鈴
木
学
術
財
団
［
編
］⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
二
九

（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
一
年
）、
二
五
頁
上
。
原
漢
文
。
書
き
下
し
に
は
平

川
彰
⽝
八
宗
綱
要
⽞
下
（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
八
四
四
ᴷ
八
四
五
頁

を
参
考
に
用
い
た
）

㉝

こ
の
一
段
に
つ
い
て
平
川
彰
氏
は
⽛
天
台
宗
を
華
厳
宗
の
前
に
置
い
た
こ
と

へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。⽜（
平
川
彰
⽝
八
宗
綱
要
⽞
下
、
八
四
五
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
、
凝
然
は
特
定
の
宗
名
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
十
宗
を
注
釈
し
た

後
に
こ
の
一
段
を
置
い
て
い
る
た
め
、
当
面
は
華
厳
宗
に
限
ら
ず
諸
宗
に
配
慮

し
た
と
捉
え
る
の
が
穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
凝
然
に
お
け
る
注
釈

順
序
に
つ
い
て
は
前
掲
の
北
塔
光
昇
⽛⽝
八
宗
綱
要
⽞
と
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
構
成

上
の
相
似
性
に
つ
い
て
⽜
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

㉞
⽝
歎
異
抄
⽞（
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
［
編
纂
］⽝
聖
典
全
書
⽞
二
（
本
願

寺
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
一
〇
六
一
ᴷ
一
〇
六
二
頁
）

㉟

先
行
研
究
で
は
⽝
竹
林
鈔
⽞
の
撰
者
は
顕
意
で
は
な
く
、
成
立
に
つ
い
て
も

顕
意
よ
り
時
代
が
下
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
中
村
玲
太
⽛
西
山
義
に

お
け
る
⽛
帰
命
⽜
解
釈
の
多
様
な
展
開
ᴷ
真
宗
学
の
西
山
理
解
を
契
機
と
し
て

ᴷ
⽜（⽝
現
代
と
親
鸞
⽞
四
六
、
二
〇
二
二
年
）
一
七
頁
下
ᴷ
一
九
頁
下
）。

㊱
⽝
竹
林
鈔
⽞（⽝
大
正
蔵
⽞
八
三
、
四
六
二
頁
下
）

㊲

聖
観
⽝
開
題
考
文
抄
聞
書
⽞（⽝
続
浄
土
宗
全
書
⽞
一
〇
、
二
七
七
頁
上
。
原

漢
文
。
書
き
下
し
に
際
し
、
判
読
不
明
な
文
字
は
⼦□
⼧
と
表
記
し
た
。
⼦付テ
𥍸⽜

の
レ
点
は
無
視
し
た
。⽛
天
台
宗ハ

立
□
四
教
五
時ヲ

𥾀⽜
の
⽛
立
□
⽜
は
返
り
点

⽛
𥿜⽜
の
脱
落
と
捉
え
た
）

㊳

無
住
⽝
沙
石
集
⽞（
渡
邊
綱
也
［
校
注
］⽝
日
本
古
典
文
学
大
系
⽞
八
五
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
六
年
）、
一
六
九
ᴷ
一
七
〇
頁
）

㊴

同
右
、
一
七
〇
頁
。

㊵

同
右
、
一
七
二
ᴷ
一
七
三
頁
。

㊶

こ
の
う
ち
諍
論
や
偏
執
を
控
え
る
こ
と
と
諸
宗
の
得
道
を
認
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
平
雅
行
氏
は
⽛
顕
密
八
宗
や
穏
健
派
・
禅
律
僧
た
ち
は
、
互
い
を
方
便

と
し
て
認
め
合
い
な
が
ら
、
優
位
性
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、

自
ら
の
価
値
性
を
極
端
に
主
張
す
る
こ
と
は
⽛
偏
執
⽜
と
し
て
誡
め
ら
れ
た
。

（
中
略
）
悟
り
の
手
段
と
し
て
の
優
劣
を
競
い
合
う
が
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
（
悟

り
）
は
同
じ
と
い
う
の
が
、
彼
ら
に
共
通
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。⽜（
平
雅
行

⽝
鎌
倉
仏
教
と
専
修
念
仏
⽞（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
四
五
五
頁
）
と
い
い
、

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

一
五



鎌
倉
時
代
の
顕
密
八
宗
や
穏
健
派
・
禅
律
僧
の
考
え
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

㊷

存
覚
⽝
歩
船
鈔
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
五
九
頁
）

㊸

な
お
、⽛
無
言
上
人
の
事
⽜
で
求
那
跋
摩
の
遺
偈
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は

梵
舜
本
で
あ
る
。
米
沢
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

㊹

存
覚
が
⽝
四
十
八
巻
伝
⽞
を
実
見
し
た
こ
と
は
⽝
存
覚
上
人
袖
日
記
⽞
の
記

述
か
ら
知
ら
れ
る
（
存
覚
⽝
存
覚
上
人
袖
日
記
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
一
四
六

三
頁
上
ᴷ
下
））。⽝
四
十
八
巻
伝
⽞
の
成
立
は
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
正
和
二

（
一
三
一
三
）
年
か
ら
正
中
元
（
一
三
二
四
）
年
の
間
（
中
井
真
孝
⽝
法
然
上

人
絵
伝
の
研
究
⽞（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
四
五
頁
）
で
あ
り
、⽝
歩
船

鈔
⽞
の
成
立
に
先
立
つ
。

㊺
⽛
登
山
状
⽜
の
成
立
下
限
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
⽝
雑
談
集
⽞
が
成
立

し
た
嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
と
さ
れ
る
（
龍
口
恭
子
⽛⽛
登
山
状
⽜
の
形
成

に
関
す
る
一
考
察
ᴷ
⽛
雄
俊
伝
⽜
を
中
心
に
ᴷ
⽜（⽝
宗
教
研
究
⽞
七
九
ᴷ
四
、

二
〇
〇
六
年
）
二
八
五
頁
上
）。

㊻
⽝
拾
遺
和
語
灯
録
⽞
中
（⽝
聖
典
全
書
⽞
六
、
六
二
〇
頁
）。⽝
四
十
八
巻
伝
⽞

三
二
（⽝
新
訂

法
然
上
人
絵
伝
⽞
二
八
三
ᴷ
二
八
四
頁
）。

㊼
⽛
と
と
の
ふ
⽜
と
は
整
理
し
た
り
調
子
を
合
わ
せ
た
り
す
る
意
味
を
有
す
る
。

こ
こ
で
は
正
確
な
意
味
を
把
握
し
づ
ら
い
も
の
の
、
機
根
が
多
様
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
る
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
先
行
研
究

で
は
⽛
あ
る
時
に
は
人
び
と
の
理
解
力
を
高
め
て
こ
れ
を
説
き
⽜（
浄
土
宗
総

合
研
究
所
［
編
］⽝
現
代
語
訳

法
然
上
人
行
状
絵
図
⽞（
浄
土
宗
、
二
〇
一
三

年
）
三
五
四
頁
）
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

㊽

無
住
⽝
雑
談
集
⽞（
山
田
昭
全
、
三
木
紀
人
［
編
校
］⽝
雑
談
集
⽞（
三
弥
井

書
店
、
一
九
七
三
年
）
一
四
六
頁
）

㊾

こ
の
発
案
者
に
つ
い
て
、
小
林
智
昭
⽛
法
然
の
法
語
ᴷ
登
山
状
を
め
ぐ
っ
て

ᴷ
⽜（⽝
仏
教
文
学
研
究
⽞
三
、
一
九
六
五
年
）
で
は
無
住
説
が
提
出
さ
れ
、
龍

口
恭
子
⽛⽛
登
山
状
⽜
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
ᴷ
⽛
雄
俊
伝
⽜
を
中
心
に
ᴷ
⽜

で
は
聖
覚
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る
先
行
研
究
に
、
吉
澤
義
則
⽛
沙

石
集
と
雑
談
集
⽜（⽝
鎌
倉
文
学
史
⽞
東
京
堂
、
一
九
四
〇
年
）、
後
藤
丹
治

⽛
登
山
状
と
雑
談
集
⽜（⽝
中
世
国
文
学
研
究
⽞
磯
部
甲
陽
堂
、
一
九
四
三
年
）

が
あ
る
。

㊿

日
ẃ
⽝
報
恩
抄
⽞
は
⽛
日
ẃ
が
南
無
妙
法
ẃ
華
経
と
弘ム
れ
ば
南
無
阿
弥
陀
仏

の
用
は
月
の
か
く
る
が
ご
と
く
、
塩
の
ひ
る
（
干
）
が
ご
と
く
、
秋
冬
の
草
の

か
る
ゝ
が
ご
と
く
、
氷
の
日
天
に
と
く
る
が
ご
と
く
な
り
ゆ
く
を
み
よ
。⽜（
立

正
大
学
日
ẃ
教
学
研
究
所
［
編
纂
］⽝
昭
和
定
本
日
ẃ
聖
人
遺
文
⽞（
以
下
⽝
定

遺
⽞）（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
八
八
年
）
一
二
四
四
頁
）
と
い
い
、
唱
題
目
が

称
名
念
仏
の
代
わ
り
に
な
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

⠗
⽝
歩
船
鈔
⽞
の
天
台
宗
の
項
に
設
け
ら
れ
た
問
答
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で

は
日
ẃ
教
学
へ
の
反
駁
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
義
譲
⽝
歩
船
鈔
甲
辰

記
⽞（⽝
真
宗
大
系
⽞
二
八
、
二
三
八
頁
上
ᴷ
下
、
三
一
一
頁
下
）。
山
崎
精
華

⽛
歩
船
鈔
⽜（
宇
野
円
空
⽝
存
覚
上
人
⽞（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
四
一

六
ᴷ
四
一
九
頁
）。
熊
野
恒
陽
⽛
存
覚
の
法
華
念
仏
の
対
判
を
め
ぐ
っ
て
⽜

（⽝
真
宗
研
究
⽞
三
九
、
一
九
九
五
年
）
八
頁
。
松
本
巧
晴
⽝
存
覚
上
人
の
歩
船

鈔
訳
註
と
校
異
⽞
六
二
頁
。
武
宮
真
如
⽛
存
覚
⽝
浄
土
真
要
鈔
⽞
と
日
ẃ
⽝
守

護
国
家
論
⽞
ᴷ
存
覚
の
善
知
識
論
に
う
か
が
う
日
ẃ
教
学
へ
の
応
答
ᴷ
⽜（⽝
真

宗
学
⽞
一
四
八
、
二
〇
二
三
年
）
五
九
頁
。

⠘

法
然
⽝
選
択
集
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
二
五
七
頁
。
原
漢
文
）

⠙

こ
こ
で
い
わ
れ
る
⽛
天
台
⽜
に
つ
い
て
存
覚
は
、
法
然
に
よ
っ
て
⽝
十
疑

論
⽞
が
意
図
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
（
存
覚
⽝
選
択
註
解
鈔
⽞（⽝
聖
典

全
書
⽞
四
、
八
九
一
頁
））。

⠚

法
然
［
述
］⽝
逆
修
説
法
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
六
、
一
九
二
頁
。
原
漢
文
）

⠛

存
覚
⽝
歩
船
鈔
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
八
五
ᴷ
七
八
六
頁
）

⠜

な
お
、
教
判
論
に
か
か
る
⽝
十
疑
論
⽞
の
引
用
は
、
聖
光
（
一
一
六
二
ᴷ
一

二
三
八
）
が
⽝
選
択
集
⽞
を
注
釈
し
た
⽝
徹
選
択
本
願
念
仏
集
⽞
に
も
認
め
ら

れ
る
。
た
だ
し
、⽛
又
天
台
大
師
の
云
く
。
仮
令
人
中
に
生
こ
と
を
得
れ
ど
も

聖
道
得
難
し
乃至

此
を
難
行
道
と
名
く
な
り
乃至

十
住
毘
婆
沙
論
に
易
行
道
と

名
く
な
り
。⽜（
聖
光
⽝
徹
選
択
本
願
念
仏
集
⽞
上
（⽝
浄
土
宗
全
書
⽞
七
、
八

五
頁
下
。
原
漢
文
））
と
見
え
る
よ
う
に
、⽝
十
疑
論
⽞
の
引
用
は
一
部
に
と
ど

一
六



ま
る
。

⠝
⽝
顕
謗
法
鈔
⽞
の
成
立
年
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
伊
豆
配
流
中
の
弘
長

二
（
一
二
六
二
）
年
ご
ろ
と
す
る
説
や
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
ご
ろ
と
す

る
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
庵
谷
行
亨
⽛
日
ẃ
聖
人
教
学
に
お
け
る
仏
法
の
弘

通
（
一
）
ᴷ
四
依
の
菩
薩
を
中
心
と
し
て
ᴷ
⽜（⽝
日
ẃ
学
⽞
四
、
二
〇
二
〇

年
）
二
三
頁
。
山
上
弘
道
⽝
日
ẃ
遺
文
解
題
集
成
⽞（
興
風
談
所
、
二
〇
二
三

年
）
二
二
八
頁
上
ᴷ
下
）。

⠞

日
ẃ
⽝
守
護
国
家
論
⽞（⽝
定
遺
⽞
一
〇
八
ᴷ
一
〇
九
頁
。
原
漢
文
）

⠟

こ
の
ほ
か
日
ẃ
⽝
戒
体
即
身
成
仏
義
⽞
に
は
⽛
法
華
経
の
悟
と
申ス
は
易
行
の

中
の
易
行
也
。⽜（
日
ẃ
⽝
戒
体
即
身
成
仏
義
⽞（⽝
定
遺
⽞
一
三
頁
））
と
い
い
、

⽝
法
華
経
⽞
に
関
わ
る
易
行
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。⽝
戒
体
即
身
成
仏
義
⽞
の
成

立
は
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
、
文
永
三
（
一
二
六

六
）
年
、
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
ご
ろ
か
ら
宝
治
（
一
二
四
七
ᴷ
一
二
四

九
）
年
間
ご
ろ
と
い
っ
た
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
山
上
弘
道
⽝
日
ẃ
遺
文
解

題
集
成
⽞
二
頁
上
ᴷ
下
）。

⠠

日
ẃ
⽝
守
護
国
家
論
⽞（⽝
定
遺
⽞
一
二
二
ᴷ
一
二
三
頁
。
原
漢
文
）

⠡

日
ẃ
⽝
顕
謗
法
鈔
⽞（⽝
定
遺
⽞
二
七
〇
頁
）

⠢

存
覚
が
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
に
法
華
宗
徒
と
宗
論
を
交
わ
し
た
こ
と
は

⽝
存
覚
一
期
記
⽞（⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
一
四
一
五
頁
）
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

⽝
歩
船
鈔
⽞
に
お
け
る
難
易
二
道
判
の
展
開

一
七


